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1歳6か月児の口腔健康診査

3歳児の口腔健康診査

　1歳6か月児の口腔健康診査は，子どもや保護者にとってはじめての受診
であることが多いため，子育てを「支援」するということを念頭におきます．
　卒乳を経たこの時期は，口腔機能からみた食べ方への対応も必要です． 

　3歳児の口腔健康診査は，成長発達過程を念頭におき，子どもの口と全身の
健康につながる生活習慣を，子どもや保護者とともに考え，それぞれの家庭
の事情に配慮した対応を心がけます．

写真提供：田中歯科クリニック・田中英一，さとう子ども歯科医院・佐藤　厚
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母子健康手帳の見方・書き方

＊学校歯科健診では，齲蝕になりかけた歯および判定が難しい歯を「CO（シーオー：要観察歯）」としています．

今後の齲蝕予防のためにフッ化物
の応用について紹介しましょう．

子育ては大変なこと
も多いものです．育
児不安などがないか
聞きましょう．

子どもの成長の様子
や病気の対応につい
てアドバイスするこ
とで，保護者は安心
することでしょう．

要治療の齲蝕があれば，
歯科医院の受診を勧めま
しょう．保護者記録があれ
ば齲蝕の要因について検
討することも大切です．

子どもの遊び方
や好きなものに
ついても確認し
ましょう．

哺乳ビンの使用や夜
間の授乳について確
認します．哺乳ビン
に入れている内容物
についても聞いてみ
ましょう．

保護者の仕上げ磨きの時
間・磨き方や子どもの様
子を確認します．就寝前
の仕上げ磨きの有無につ
いて聞いてみましょう．

歯の汚れは「きれい」「少な
い」「多い」で判断して記入
します．咬み合わせは可能な
かぎり診察して「よい」「経
過観察」で記入しましょう．

歯が萌出していれば現在歯として「/」をつけます．
齲蝕は「C」で記入します．判断できない場合は
「Cの疑い」「CO」＊と記入しましょう．

1歳6か月児健診

食事や間食の内
容や規則性につ
いて確認します．
食後の清掃方法
についてもチェッ
クしましょう．

乳幼児の口腔健康診査のポイント2章
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基本的な考え方

1 歳 6か月児の口腔健康診査では，疾病

や異常をみつけて「指導」することを主眼

におくのではなく，引き続き子育てを「支

援」することを念頭におきます．

この時期は，歩行開始や有意語の出現な

ど，運動機能や言語機能の発達が著しく，

口の中においても乳歯の萌出が進み，咀嚼

機能が獲得される大切な時期です．乳歯が

萌出するにつれて，齲蝕原因菌の口腔内へ

の定着も始まります．食生活や歯磨き習慣などの確立のために重要な時期なので，口と全

身の健康につながる生活習慣を身につけられるよう話をします．しかし，子どもや保護者

の生活状況を十分把握したうえで，「あれはダメ」といった押しつけるような「指導」で

はなく，「こうしてはどうですか」といった実行可能な「助言」をすることが大切です．

保護者の気がかりなことを受け止め，継続的に 「相談」 を受けられるような関係づくりが，

健診の場にも求められています．

1歳 6か月児の口腔健康診査は，子どもや保護者にとってはじめての歯科受診経験であ

ることが多いため，はじめての「はいしゃさん」との出会いは今後の健診の継続にとどま

らず，一生にわたる健康意識を育むうえでたいへん重要です．訪れた子どもや保護者が「来

てよかった」と感じ，また来たくなるような健診にしたいものです．

（1歳6か月児）

この時期にみておきたいこと

● 母乳，哺乳ビンの継続状況は？
● 指しゃぶり，おしゃぶりの頻度は？
● 歯の生え方，数は？
● 上顎乳前歯の齲蝕は？
● 歯のケア，歯磨きの状態は？

1歳6か月児の口腔健康診査2

乳幼児の口腔健康診査のポイント2章
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一理あるかもしれません．しかし，あまり吸う

力に負荷をかけると赤ちゃんが哺乳するのに疲

れてしまいます．適度な力で吸える乳首を選ん

であげましょう．

母親の乳首か人工乳首か，あるいはどのよう

な人工乳首かということよりも，愛情深い哺乳

が一番大事です．そして十分な哺乳時間をとる

ことや，寝かせたままではなく，赤ちゃんを抱っ

こして適切な姿勢で授乳を行うことのほうが，

口腔の形態成長を促すには大切と考えましょう．

Q4 離乳食をスプーンで食べさせるとき，スプーンを口の中まで入れないように指導を受
けました．どうしてですか？

A 　自分が食べるときのことをイメージ

してみましょう．いきなり食べ物を口

の中に入れませんね．下唇の上にスプーンを乗

せると同時に上唇が下りてきて，上下の口唇で

食べ物を口の中にとり込みます．舌の前方で食

べものを受け取ったら，すぐに上顎の前のほう，

口
こう

蓋
がい

皺
すう

襞
へき

というしわのあるところに舌で挟み込

み，食べものの特徴（物性，温度など）を確認

して，次にどのような処理をしようか（そのま

まのみ込もうか，押しつぶそうか，咀嚼しよう

か）を確かめるのです．ここは，口の中のセン

サーになっています．

スプーンを全部口の中に入れてしまうと，こ

のセンサー部分よりも奥に食べものがとり込ま

れてしまいます．上顎は奥に行くにしたがって

高くなっているため，舌との距離も離れること

から，なおさら食べものの特徴を感じ取りにく

くなります．また，舌の筋肉は下顎に付着してお

り，舌の前方が最も動きやすい部分です．この

動きやすい部分をつかって食べられるよう，でき

るだけ口の前のほうをつかわせてあげましょう．

Q5 離乳食中期（モグモグ期）にスプーンで離乳食を与えていますが，こぼしたり吐き出
したりして思いどおりに進みません．どのような注意が必要でしょうか？

A 　離乳食をうまく食べられないのには，

いくつかの要因が考えられます．まず

は食べものの形態（固さ，大きさ，粘り気，と

ろみの程度など）が口の機能の発達に合ってい

るかを確認してみましょう．モグモグ期は，舌

を上下に動かして軟らかい固形のものを徐々に

つぶしていく時期です．まだその動きができて

いない段階で，つぶさなければならない物性の

図3　哺乳ビンによる授乳中の赤ちゃん

図4　口唇によるス
プーンの捕食

相談・保健指導のＱ＆Ａ～こんな質問にこんな答え方6章
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Coffee Break

歯数異常について

歯の数の異常には2種類あり，歯の数が本来よりも多い「過剰歯」と，歯の数が少ない

「歯の先天性欠如」があります．いずれも，乳歯より永久歯のほうが高い頻度でみられ

ます．

過剰歯はおよそ1％程度の頻度でみられ，もっとも多いのは上顎の前歯部で，「正中

過剰歯」とよばれます（図）．5～7歳くらいで上顎前歯部に萌出してくることが多く，正

中過剰歯が2歯あることもあります．また，正中過剰歯が逆生（逆向き）に上顎の中に埋

伏していることもあり，この場合，過剰歯は口腔に萌出することはありません．正中過剰

歯の方向にかかわらず，上顎の前歯の成長や歯ならびに悪影響を及ぼすため，発見さ

れた場合には早期に抜歯する必要があります．あわせて，矯正治療を要することがあり

ます．これらの歯の先天性欠如はエックス線検査により診断されます．

永久歯の先天性欠如は，第三大臼歯を除くと，およそ5％程度の頻度でみられます．

第三大臼歯を除いて欠如の頻度が高い永久歯は，下顎前歯，下顎第二小臼歯，上顎側

切歯です．どの永久歯も欠如することがありますが，欠如しにくいのは第一大臼歯（6歳

臼歯）です．多数の歯が欠如していることもあります．

歯の先天性欠如も過剰歯と同様に，歯ならびや咀嚼能率の低下に影響するため，矯

正治療や補綴治療を要することがあります．過剰歯と歯の先天性欠如は，いずれも遺

伝的な要因が発症に関係していると考えられています．

図　上顎正中過剰歯による歯ならびの異常

清水武彦（日本大学松戸歯学部 小児歯科学講座）


